
公益社団法人 日本ホッケー協会

成果報告書

令和3年度「スポーツ産業の成長促進事業(中央競技団体の

経営力強化推進事業(戦略的普及・マーケティングの実施))」
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Overview 本事業の背景

ホッケー競技の歴史は古く、1908年にオリンピックの公式競技に採用されて以降、発祥の地であ
るイギリスをはじめとしたヨーロッパ各国、アジアではインドやパキスタン、アフリカ諸国、オーストラリア
などで広く人気を集める競技。日本でも、1906年以降、100年以上に亘り各地でプレーされてお
り、1932年のロサンゼルス五輪では、日本の団体競技で史上初のメダル(銀)を獲得。日本のオリ
ンピックやスポーツ振興の歴史において黎明期から重要な役割を果たしてきた

国内における普及は、国体の開催地によるレガシーとしての取り組みが中心となってきたが、日本
代表チームは、女子についてはアテネ五輪4回連続で出場し奮闘するも、男子については1968
年のメキシコシティー五輪を最後に長く出場の機会を得られていない状況であった。世界ではプロ
リーグが存在したり、大きなスタジアムが満員になるほど人気のある競技ではあるが、日本では競技
力の低迷により競技人口や知名度の面で他のスポーツに大きく劣後している

このような状況下、一時期は代表チームの遠征や強化合宿に選手が多額の自己負担を強いら
れるまでに財務状況は悪化したことから、日本ホッケー協会（以下、JHA）は、2016年のリオ五
輪後、ガバナンスの大幅な刷新を柱とした大胆な改革に着手。外部からの理事を招聘し、会長
以下の経営体制を大幅に刷新するとともに、長期で良質なスポンサー契約の獲得による財政基
盤拡充、代表チームへの外国人監督の公募による採用、外部経営人材を中心とした事務局体
制のレベルアップに取り組んできた。これらの新しい施策は徐々に結果を出し始め、2018年の第
18回アジア競技大会においては史上初の男女での優勝を成し遂げ、東京2020大会に男女代
表チームが共にアジア・チャンピオンとして出場した

JHAとしては次のステップとして、2019年度初頭から、如何にホッケーを「する」「みる」「ささえる」
人々を増やし長く支持されるか、という課題に対する取り組みを開始した。具体的には、協会とし
ての理念・ビジョン・スローガンの再定義を行い、2030年という長期を見据えた上での事業計画で
ある「Japan Hockey Road to 2030」を策定した

このJapan Hockey Road to 2030は、これまでの強化事業や競技大会の開催といった伝統
的なNFの事業に加えて、組織改革・多くのステークホルダーとのコミュニケーション・財源確保・社
会貢献・東京2020レガシーの創出を事業の軸に加えて、全体のバランスを大きく変更するもので
ある。また、日本のホッケー界の共通目標として2030年にホッケーワールドカップを日本に招致開
催することを掲げ、東京2020開催のタイミングをきっかけに、組織全体として大きく飛躍をする準
備が整いつつある。尚、本件については、令和2年度スポーツ産業の成長促進事業「中央競技
団体の経営力強化推進事業(普及・マーケティング戦略の策定促進)の成果報告でも記載がな
されている(別添、「中央競技団体における普及・マーケティング戦略策定・実行に関する事例調
査レポート」をご参照)

加えて、NFが有する大きな社会的影響力を強く認識し、各種の公的支援を受けていることに対
する社会や人々に対しする適切な説明責任を果たすことを求められる公共性の高い団体であるこ
とを強く意識していることから、著名競技者や特定の人物に依拠しない、極めて民主的な組織づく
りを目指し、実行している

Japan Hockey Road to 2030を策定するプロセスで、JHAとしては、改めて日本のホッケーに
は極めて大きな可能性があることを確信した。他方で、実行に移すに際しての最大かつ喫緊の課
題は、計画を実行する人材やチームの組成であると考えている。ホッケー界内部の既存組織の活
用に加え、次世代リーダーの発掘・育成と、外部専門家による知恵の導入がJapan Hockey
Road to 2030の成功のカギを握ると認識している

その中でも鍵を握るデータベースの構築・運用を通じたホッケーファミリーの拡大、及び、それを活用
したマーケティング活動などについては、これまでは相当限られた経営資源を強化事業最優先で
配賦せざるを得ない状況にあり、普及・マーケティングなどへ割くことができる余力は無いに等しい状
況であった。今般の委託事業を通じて、外部専門人材・チームの活用、各重点領域の計画を進
めるベースとなるデータベースの構築に取り組むことができ、社会共創型を展望した新たな戦略的
普及・マーケティングモデルの構築が進んだことは、JHAにとって非常に大きなステップとなった
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Japan Hockey Road to 2030は日本ホッケー協会として今後

10年の活動の基盤となる中長期戦略である。2030年WC招致・

開催を柱としたJapan Hockey Road to 2030プロジェクトを着

実に実行していくために、これまでは協会の経営資源をなかなか投下

しきれていなかった戦略的なマーケティング・普及事業に本腰を入れ、

ホッケーを「する」人のみならず、「みる」人や「ささえる」人の拡大に

取り組むことを目的とする。

現在Japan Hockey Road to 2030では以下の9つの重点領域

ごとに施策を検討し推進している。

この中でも複数の重点領域(③コミュニケーション、⑤財源、⑥普及)

に横断的に関わってくる必要不可欠な次の2つの柱となる事業を実

施した。

a) Hockey Familyデータベース構築

b) パートナーパッケージの見直し・新規価値創出

Purpose 本事業の趣旨・目的
Purpose3

⑧
東京2020
レガシー

⑨ 2030WC
招致・
開催

①強化
育成

②組織

⑦
社会貢献

③コミュ
ニケー
ション

④事業⑥普及

⑤財源

重点領域
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【背景】

前述の通り、JHAとしては次のステップとして、2019年度初頭から、

如何にホッケーを「する」「みる」「ささえる」人々を増やし長く支持される

か、という課題に対する取り組みを開始した。実施に際しては、まず

「する」「みる」「ささえる」Hockey Familyを一元管理するデータ

ベースが存在していないことが課題として挙げられた。

従い、データベースを構築することで、Hockey Familyに対するマー

ケティング活動を含むエンゲージメント活動の活性化、そして更にその

先にはパートナー企業とのデータベースを活用した新たな価値創造が

展望できると考えた。

【趣旨・目的】

ホッケーの「する・みる・ささえる」人々を一元管理するデータベースを構

築し、更にそれを活用しながら、JHAの理念やビジョンの浸透を図るた

めのホッケーファミリーに対するマーケティング活動の実施、そして更には

パートナー活動の報告・活動関与ができるツールとして応用し、パート

ナーへの新しい価値創出を実施し、新たな財政基盤の拡充を行う

ツールとして活用・運用していく。

a) Hockey Familyデータベース構築

Ov
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vi
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Purpose5

【背景】

東京2020大会の開催が決まった後、スポーツに対する関心の高まり

からJHAのスポンサーも増加した。その多くがオリンピック終了後と共に

契約更新時期を迎えることとなるが、このコロナ禍で多くのスポンサー企

業(ターゲット含む)もより一層とビジネス価値に直結するスポンサーシッ

プを求めてくることが予想された。

これまでのJHAのパートナーは代表チームの活動に協賛してもらうと

いう「スポンサー」の位置づけが強かったが、真の「パートナー」として共

に有益な関係性構築を行いお互いにとってメリットのある「共創パート

ナー」として更なる付加価値を創出することで、中長期的な関係性を

築き財源基盤を盤石なものへとする必要があると考えた。

【趣旨・目的】

既存パートナー及び新規パートナーに対して、よりビジネス的付加価

値を与えることのできる、協賛型ではなく共創型パートナーシップへの

見直し及び実行支援を行い、中長期的な財源基盤を盤石なものに

していく。

特に既存パートナーへのニーズの見直しを行い、新たな価値創造をで

きる提案をしてくことで、長期契約＋一件当たりの増額を図ることを目

指す。また、新規パートナーについては、まずJHA事業の中でサポー

ト・支援して頂きたい点について明確化し、それに対してどのようにパー

トナーを獲得していくかという逆算を行うことで必ずしも大型のパート

ナー契約ではなく、事業レベル、大会レベル、地域レベルなど新たな

パートナーシップの形を創出することで、パートナーと共に支え、全国に

おけるHockey Familyの拡充を図ることを企図している。

b) パートナーパッケージの見直し・新規価値創出
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なお、前述の通り、本事業は上記重点領域の③コミュニケーション、⑤

財源、⑥普及に横断的に係わっている。

次のページではこれらの2事業とJapan Road to 2030の該当する

重点領域との関連性について示した。
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# 重点領域 目的

3 コミュニケーション
JHA100周年をきっかけにブランディングキャンペーンを行うことで、
更なるHockey Familyの拡充を図る

5 財源 JHAとしての自立運営可能な自主財源基盤の構築

6 普及 全国におけるHockey Familyの拡充
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Purpose7

【本事業の位置づけ概要図】

ご支援いただいた2つの事業とJapan Road to 2030(JHA中長期戦略)

の中でも本事業と横断的に関わる重点領域との関連性について示した。



【内容・実施時期】

• 本事業のデータベース構築では従来の競技者(する)のみの登録

体制を見直し、Hockey Family(する・みる・ささえる)全体の

データベースを構築することで、これらを活用しマーケティング活動

を行うだけではなく、ファミリーを繋げるプラットフォームとして生涯

ホッケーに関与するツールとして活用していきたいと考えている

• このことから、データベースを構築することで【ハード面】(＝システム

構築)及び【ソフト面】(＝マーケティングなどを通じた活用)の2つに

大きく分けて事業を進めて行く

a) Hockey Familyデータベース構築
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su

lt
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Execution Plan & Result 
事業実施計画・実施方法及び

成果報告

【ハード面】
•データベースの構築・運用
（DNP社のスポーツ情報
管理サービスを応用）

【ソフト面】
•マーケティングでの活用
•コミュニティ形成（交流）
•グッズ・チケットなど物販促進

活用

• Hockey Familyやパートナー企業に対してJHAの価値向上
• Hockey Family人口の拡大→生涯ホッケーに関与していく

ツール（プラットフォーム）としての活用
• グッズ・チケット販売などを通じた収入拡大

Hockey Family データベース
対象：「する」「みる」「ささえる」
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Execution Plan & Result
※なお、データベースはDNP社のスポーツ情報管理サービスをベースとし、

ホッケー用に改良を加えたものとする

• 令和3～4年度まではハード面を中心に実施していくが、令和4年度後

半以降はソフト面により注力して実施していくことを想定している

R3 R4 R5 R6

ハード面 基本機能の構築
• データベース構

築
• 既存の競技者

データベースの
データ移行

運用・機能追加
• 安定運用・改善
• 機能追加
• 「みる」「ささえる」人へのデータ

ベース拡大

機能の更なる拡充
• E-learningや指

導者などを繋げ
るプラット
フォームへの機
能拡充

ソフト面 プランニング
• マーケティング

活動の枠組み策
定

• デジタルマーケ
ティングの専門
人材（外部人
材）の採用

登録者数拡大＋マーケティング活動の実施及び活用を通じた価
値向上
• データベースに「みる」「ささえる」人の登録を促し、

Hockey Familyの数拡大を行う
• 登録者数を増やすと同時に、マーケティング活動を活性化

（下記は例）することで会員だけではなくパートナー企業
に対してJHAの価値を向上させる
• 情報発信：パートナー企業の活動報告など会員限定コ

ンテンツ配信
• 情報交換：チーム・個人同士の情報交換の場としての

活用、指導者募集（マッチング）、メンバー募集、交
流会・大会・イベントの実施及び参加者募集

• ビジネス活用：グッズ販促、パートナー企業のB2C活
動のサポート（会員限定セール等）

• なお、価値を向上させることでパートナー企業への価値向
上・支援拡大を狙うだけではなく、将来的に登録費用の見
直しなど行うだけの価値を提供することで、収益の拡大も
視野に入れて活動を実施する



【実施主体】

【事業の成功を高めるための工夫】

• これらを実施する上でデジタルマーケティングやパートナーに関する

KPIなどを設置し定期的にトラックすることで、PDCAを回しながら

実施していく

• ステークホルダーと円滑なコミュニケーションを図ると共に、データベー

ス活用という大きなプロジェクトの確実に遂行する

• 令和5年以降は特に地域の人材を確実に巻き込んでいき、全国

におけるホッケーファミリーの拡大を狙う

【令和3年度 成果報告】

戦略的マーケティングのベースとなる新登録システム(We are hockey 

family)の構築を大日本印刷(株)のスポーツ情報管理サービスを元に、

今後どのようにデータベースを活用していきたいかといったディスカッション

を重ねた上で、当協会仕様に構築した。3月24日に無事に納品・検

収され、4月5日より本格稼働が開始されることとなった

令和4年度年初からは、新登録システムによるチームおよび競技役員

データの管理が始まることに加え、無料会員(競技者以外の「みる」「さ

さえる」を構成するファン、保護者、ボランティアなど)の登録プラットフォー

ムへと機能拡張するために、テスト運用を進められる環境が整った
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R3 R4 R5 R6

ハード面 • JHA, 大日本印刷(株) JHA (DNPはサポート）

ソフト面 • JHA（デジタルマーケティング人材含む）
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Execution Plan & Result

●定量評価項目

令和2年度は多くの大会が中止になったことから一時的に登録チーム数や

登録競技者数が減少していたと考えられる。令和3年度の数字が今後の

基礎になるものと考えている

●定性評価

定性評価については、令和3年度をデータベースの基礎としていることから、

評価は次年度以降行う

スポーツ庁によるNF経営力強化推進事業での知見集作成のための協力

も実施した

測定指標 令和2年度 令和3年度 増減

登録競技者数 559チーム

8,586人

591チーム

10,272人

＋32チーム

＋1,686人

競技者以外

データベース

登録者数

0人 0人 （競技者以外の登録シス

テムはR4年度以降に運

用予定のため）

登録料収入 約2,500万円（チーム登

録料2,060万円＋競技

役員登録料440万円）

約2,700万円（チーム登

録料2,300万円＋競技

役員登録料400万円）

＋約200万円



【内容・実施時期】

• 本事業は《既存パートナー》及び《新規パートナー》へよりビジネ

ス的付加価値を与えることのできる、協賛型ではなく共創型パー

トナーシップへの見直し及び実行支援を行い、中長期的な財源

基盤を盤石なものにしていくことを目的としている。そのため、既存

と新規パートナーとそれぞれに分けて実行する

《既存パートナー》

• 既存パートナーは全て日本代表スポンサーである。しかし代

表協賛以外にも価値を見出して頂き、共にホッケーの価値

を使ってお互いを高める関係となる「共創パートナー」になっ

ていただきたいと考える。そのためにはまずは企業戦略など

のニーズに沿ったニーズの見直しを行い、それをベースに新た

なご提案をしていきたい

• また、各社と話し合いの場を設け共に創り上げていくために

も、積極的に接点を増やしていきたい

b)パートナーパッケージの見直し・新規価値創出
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R3～R4 R5～

既存
      

ニーズの見直し
• 企業理念、企業戦略など総

合的に各パートナー事に検
討

• 検討後、パートナー企業に
とってホッケーをどう活用
できるかと検討し、新たな
パートナーシップのご提案
を行う

• ご提案を行う際、アクティ
ベーションの設計も一緒に
検討

エンゲージメントの向上
• R3~4年度で築いた「共創

型」のパートナーシップ
をより強固なものにする
ために、定期的にパート
ナーミーティングを実施

• これらのミーティングを
定期的（四半期に一度程
度）行うことで、新たな
ニーズの把握やそれに
沿ったご提案をできると
考えている
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《新規パートナー》

• 新規パートナーは既存スポンサー同様に日本代表の協賛パー

トナーになっていただくことも可能だが、企業などによっては協賛

費用がネックになる場合や、事業展開している地域が限定的

であったり、日本代表の協賛になることが最適でない企業もい

る。そのため、地域限定パートナーや大会パートナー、JHAの

特定の事業パートナーなど様々な新しい形のパートナーシップ

をオファーしていきたい

• そのためにはまずJHA内部のニーズを把握し、どこにパートナー

が必要かということを検討し、パートナーシップの見直し・構築を

行い、その上で新規パートナーシップの獲得を行いたい

(例)JHA内部のニーズ＝国際プレゼンスの向上を行うための語学能力・

コミュニケーション能力の向上

• 国際審判の人数を増やすだけでなく、活動を積極的に行うこと

でJHAの国際プレゼンスの向上に寄与をしたい。しかし英語で

のプレゼン能力・コミュニケーションを行うことがネックとなっている。

また、日本国内の選手たちにも積極的に海外に出てプレーす

ることで競技力の向上を図りたいが、言語能力に限りがある。

そのため、国際プレゼンスの強化を図るにあたってのコミュニケー

ション能力向上支援がニーズとして挙げられる

• ターゲットとなる新規パートナー：オンラインにて英語教育・コ

ミュニケーションを展開している企業

R3 R4（前半） R4（後半）～

新規
    
  

（
既
存
パ
ー
ト
ナ
ー
に
注
力
）

JHA内部のニー
ズの把握
• JHA内部の

ニーズの把
握し、どの
事業・大
会・地域で
パートナー
の必要性が
あるのかに
ついてパー
トナープラ
ンの設計

新規パートナーシップの獲得
• 各パートナー候補に沿った提案資料

の作成
• R4年度前半で明らかになったニーズ

とそれに沿って作成したパートナー
プランを元にターゲット企業を明ら
かにし、アプローチする

• 特定の地域を中心とした活動パート
ナーを得る場合、地域におけるワー
クショップなどを実施し、地域全体
としてホッケーに取り組む施策など
を実施



【実施主体】

• 本事業ではJHAを中心に実施する

• JHAに加え、スポーツマーケティングの戦略に精通した人材、

デジタルマーケティングのスペシャリストやワークショップのファ

シリテーションを行う人材など、外部人材を登用した上で実

行していく

【事業の成功を高めるための工夫】

• 既存・新規パートナー共に定期的なパートナーミーティング(個別)

を実施し、パートナーシップに対するフィードバックを定期的に頂くだ

けではなく、企業のニーズを把握し、その都度共に創り上げていけ

るご提案をブレインストーミングなどを通じ見出していく

• また、各企業と共通認識のKPIを設置し、それに対するパフォーマ

ンスについても定期的に見直す機会を積極的に設ける

• その他、“小さな”パートナー企業などもアクティベーションを行える

ような方法をJHAとして提供し、Hockey Familyとの接点を積

極的に作る機会を設ける(例：大会時におけるJHAパートナース

ペースとして「ホッケーファミリーマルシェ」などを実施し、気軽にパー

トナー企業とホッケーファミリーが交流できる場を設置する(＝社交

場の提供))

【令和3年度 成果報告】

《既存パートナーとの取り組み》

• 令和3年度は東京2020オリンピックが開催された年ということもあ

り、長期契約の最終年度となる最大のスポンサーであるSOMPO

ジャパンを始めとして、多くのパートナー契約の見直しがあった。

パートナー企業はオリンピックが終了したこと、そして、東京2020

オリンピックにおいて代表チームが好ましい成績を残せなかったこと

から、当初、更新に対して消極的な姿勢を見せていた。
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• SOMPOジャパンについては、従前の契約では日本代表スポンサーと

いう位置づけであったが、グループ全体として目指す姿を日本代表

チーム以外のホッケー協会の活動に対してもご協賛をして頂くことで、

一緒に具現化してくことをしていきたいという議論を実施し、お互い

のニーズのすり合わせを行った上で、次の点について合意した

• 上記のポイントを踏まえた上で、「日本代表スポンサー」から「共創

パートナー」へと発展させた形で、3年間の長期契約とすることに加え、

更新後の契約において従前からの支援金額を確保することに成功

• また、特にアンダーカテゴリーなど若年層への支援を広げていきたいとの

ことだったため、中長期でスポーツ少年団、中学校、高校の全国大

会の大会における冠スポンサーとなる方向で調整を開始している

〇契約更改のポイント(SOMPO側のニーズ)

• 全社的な広報関連コスト削減を行っている環境下

ではあるものの、引き続き2024年パリオリンピックを

目指してホッケー日本代表を支援する

• 従前は、「ホッケー日本代表スポンサー」であったが、

今後は代表のみならず、より広範囲でホッケー競技

を支援するという意味で、当協会全体の「オフィシャ

ルパートナー」という位置づけにする

• 特に、若年層の活動支援と、地域活性化のための

戦略事業としてホッケーを活用する

SOMPOジャパンの新聞広告



《新規パートナーとの取り組み》

• 東京2020オリンピックでホッケーの会場が品川区内とされたことを

契機に、品川区とJHA・東京都ホッケー協会は、7年間にわたって

相互連携の下、ホッケー教室や区立の全小学校・中学校・義務

教育学校での体験教室の実施、地域イベントでの体験会などを

通じて競技の普及・啓発を推進してきた。また、東京2020オリン

ピック本番では、地域が一丸となった応援が展開されるなど、ホッ

ケーを通じたまちづくりは世代を問わないコミュニティーづくりへと発展

を遂げた

• このような背景を受け、東京2020オリンピックをきっかけに関係性

を築いていた品川区と、ホッケーを通じて長期的な相互協力を行

い、地域の活性化とスポーツの発展に寄与することを目指し、

2022年3月に「オフィシャル社会共創パートナー協定」締結をした

• この協定を持って、令和4年度も、東京2020大会のレガシー施

設となる大井ホッケー競技場を中心に、国内・国際大会の連携や

地域のおもてなし事業を計画している
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●定量評価項目

《デジタルマーケティングのスペシャリストの採用》

• 本年度は何名か候補者との面談を実施した。その上で最終的な候

補者との間で仕様書の範囲を決め、来年度に向けてすぐ動けるよう

な体制を整えることができた

• なお本来であれば求人サイトの活用を想定していただが、まずは協会

内のネットワークを活用し推薦された候補者に面談を実施した

測定指標 令和2年度 令和3年度 増減

パートナー継続率 100% 89％ △11％
新規獲得数 １件 1件

協賛金総額 1.3億円
1.3億円

(横這い)
パートナー・チーム

オーナー企業内で

の認知度

NA NA NA
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《市場調査の実施》

• 一般に対するホッケーの認知度や興味度、また今後実施してい

きたい施策に対する興味度などを測るための市場調査をマクロミ

ル社のパネルを活用し、全国2500名程度に対し市場調査を

実施した。この結果を分析の上、結果を来年度以降のパート

ナーアクティベーション企画に反映していく

• なお当初、クエスタント(サーベイツール)を使用しパートナー企業

内での認知度や施策に対する興味度などを測ることを想定して

いたが、本年度はパートナーの契約更新などが難航したこともあ

り、実施までには至らなかった。来年度以降積極的に実施してく

予定となっている

HOCKEY  
SURVEY  
REPORT

令和3年度

1

2

調査概要
令和 3年度 全国ホッケーサーベイ

本レポートは日本ホッケー協会で様々な取組を実施する上で指標となる

データを明らかにすることを目的にした調査です。

本調査の結果から得られる包括的かつ専門的なインサイトは、

J a p a n  H o c key  Ro a d  t o  2 0 3 0（中長期戦略）を実施するにおける

戦略構築や計画立案に役立てられます。

【調査概要】

サンプル数：2 , 6 2 1サンプル

調査時期：2 0 2 2年0 3月2 2日（火） ～ 2 0 1 9年0 3月24日（木）

調査方法：インターネットウェブ定量調査

調査対象：全国 1 8歳～6 9歳の男女

【注意】

本調査は調査回収時に、人口統計に合わせて、性別・年代を割付。

数値は小数点第2位以下を四捨五入して表示しているため、

合計値が一致しない場合があります。
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日本代表の名称認知度
ホッケーの経験・興味度は低かったものの、日本代表名称である 「 さ く らジャパン 」 「サムライジャパン 」の名称の認知度は全体の中では比較的高かった
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Q9. 次の日本代表の愛称を知っていますか。以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

67.2% 65.5% 35.8% 30.6% 29.8% 24.5% 17.5% 13.8% 13.5% 13.2% 11.4% 7.5% 6.5% 6.4% 6.0% 3.9% 3.6% 3.4% 3.3% 3.0% 2.6% 2.3% 1.9% 1.8% 1.5% 1.4% 1.4% 1.2% 1.1% 0.8%

13

ホッケーのイメージ①
スピード感のある、力強い、ダイナミ ッ クななどが上位 3イメージとして挙げられた。あまりおしゃれな、誠実な、将来性のあるというイ メージがないため、意外性を狙ったマーケティ

ングを行うのであればその点を訴求するとよい。しかしホッケー経験者のイメージは多少異なることも明らかになっているため、ターゲット次第で訴求店を変えるべきである

Q15. ホッケー(フィールドホッケー・陸上ホッケー)と聞いて連想するイメージは次のうちどれですか。以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

Rank
全体

(n=2,621)
男性

(n=1,322)
女性

(n=1,299)
ホッケー現役競技者

(n=12)

現在は行っていないが
ホッケー経験あり・

(n=23)

現地でホッケー
観戦経験有
(n=30)

今後ホッケーを現地で
観戦したい
(n=116)

1 スピード感のある スピード感のある スピード感のある ダイナミックな 楽しそう ダイナミックな スピード感のある

2 力強い 力強い 力強い リズム感のある スピード感のある スピード感のある ダイナミックな

3 ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな 活気のある 活気のある 活気のある 力強い

4 活気のある 活気のある 活気のある 国際的な ダイナミックな ワクワクする 活気のある

5 国際的な 国際的な 国際的な スピード感のある ワクワクする 力強い 国際的な

6 楽しそう 楽しそう 楽しそう ワクワクする 美しい 国際的な ワクワクする

7 ワクワクする リズム感のある ワクワクする 仲の良い 親しみやすい 楽しそう 楽しそう

8 リズム感のある ワクワクする リズム感のある 美しい 仲の良い 誠実な 美しい

9 仲の良い 仲の良い 仲の良い 力強い 力強い 親しみやすい 親しみやすい

10 美しい 美しい 親しみやすい 楽しそう おしゃれな リズム感のある リズム感のある

11 親しみやすい おしゃれな 将来性のある 誠実な リズム感のある おしゃれな おしゃれな

12 おしゃれな 親しみやすい 誠実な おしゃれな 国際的な 美しい 将来性のある

13 誠実な 誠実な 美しい 親しみやすい 将来性のある 仲の良い 仲の良い

14 将来性のある 将来性のある おしゃれな 将来性のある 誠実な 将来性のある 誠実な

性別 ホッケー競技経験有り ホッケー観戦経験有り・意向有り

14

ホッケーのイメージ②
年齢別に分析をしたが、特に年齢でイメージは大きく異ならなかった

Q14. 今まで足を運んだスポーツの試合会場で面白かった取り組みはありますか。

Rank 18-20歳 21-24歳 25-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上

1 スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある

2 力強い 力強い 力強い 力強い 力強い 力強い ダイナミックな

3 ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな 力強い

4 活気のある 活気のある 楽しそう 活気のある 活気のある 活気のある 活気のある

5 国際的な 国際的な 活気のある 国際的な 国際的な 国際的な 国際的な

6 楽しそう 楽しそう ワクワクする 楽しそう 楽しそう リズム感のある リズム感のある

7 ワクワクする 仲の良い 国際的な ワクワクする リズム感のある 楽しそう 美しい

8 仲の良い リズム感のある 仲の良い リズム感のある ワクワクする ワクワクする 楽しそう

9 リズム感のある 美しい リズム感のある 美しい おしゃれな 親しみやすい 親しみやすい

10 誠実な 誠実な 誠実な 仲の良い 仲の良い 将来性のある 将来性のある

11 将来性のある おしゃれな 親しみやすい 将来性のある 将来性のある 仲の良い ワクワクする

12 美しい ワクワクする おしゃれな 親しみやすい 誠実な おしゃれな おしゃれな

13 親しみやすい 親しみやすい 美しい おしゃれな 親しみやすい 誠実な 仲の良い

14 おしゃれな 将来性のある 将来性のある 誠実な 美しい 美しい 誠実な

年齢

東京オリンピックをきっかけに興味を持ったスポーツ
東京オリンピ ックをきっかけに興味持ったスポーツの上位には、メダルを取るなど選手の活躍が目立った種目が多い。特に上位にあげられた競技については民放・ N H Kなどテレビ

にて放映されていたスポーツ、もし くは特集が組まれていたスポーツが多く見られたこ とから、露出度も関連していると思われる
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Q8. 東京オリンピックをきっかけに興味を持った夏季スポーツはありますか？以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

9.2% 7.4% 5.5% 5.4% 5.4% 5.1% 5% 4.9% 4.8% 4.7% 4.6% 4.5% 4.3% 4% 3.8% 3.3% 3.1% 3.1% 2.8% 2.7% 2.6% 2.5% 2.4% 2.4% 2.4% 2.3% 2.2% 2.1% 2.1% 1.9% 1.9% 1.5% 1.4% 1.3% 1.2% 1.2% 1.1% 1.1% 1% 1% 0.9% 0.8% 0.8% 0.7% 0.6%
60.9

%

75%が男性と女性より
も男性ファンを獲得

27

ファンクラブ加入状況及び価格②
特典が多いものにいては適正価格が 6 , 0 0 0円以上とする人も 2 0 ~ 2 9 %おり、パッケージ次第では適正な価格を設定するこ とで加入者が見込めることが明らかになった

Q20. 下記のファンクラブの特典に関するシナリオについてご覧の上、下記についてご回答ください。これらのファンクラブ特典のシナリオにおいて、好きなスポーツ・チームの場合、いくらの年会費なら払いたいと思いますか。

注釈：*適正価格は加重平均により算出。計算上「<1000円」は500円、「25000円＋」は30000円とした

スポーツファンクラブシナリオ別適正価格
（n=2,621; %)

20.6

12.0

8.0

11.4

3.7

15.7

2.8

2.4

2.7

0.4

12.1

3.6

2.4

0.9

1.5

4000円

3000円

<1000円

2000円

1000円

7000円

5000円

6000円

8000円

9000円

10000円

15000円

20000円

25000円

25000+円

特典 シナリオ① シナリオ② シナリオ③ シナリオ④ シナリオ⑤
レプリカユニフォーム ✓
オリジナルＴシャツ ✓ ✓ ✓
スポーツタオル ✓ ✓ ✓
ペアチケット招待券 ✓ ✓
ホームゲームチケット先行発売 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
会場バックヤードツアー参加権 ✓
サイン会・写真会参加権 ✓ ✓
ファン感謝デー招待 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
メールマガジン配信 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
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4.0

2.2
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0.3

20.9

16.4

18.8

18.2

8.0

9.4

3.0

2.1

1.4

0.2

1.1

0.3

0.3

0.0

0.0

23.0

21.9

21.6

18.3

6.7

5.5

0.9

0.6

0.8

0.3

0.2

0.3

0.0

0.0

0.0

33.6

26.7

19.2

12.6

3.5

2.5

0.5

0.5

0.3

0.2

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

29% 20%

6
0

0
0
円
以
上

5,214円 3,881円 2,779円 2,274円 1,793円適正価格*

スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動
スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動として、健康促進、子供の体力・運動能力の向上が T O P  2 と して挙げられた。昨今よくスポーツ界の話題として挙がるジェンダー平

等・ L G BT Q +課題については、取り組むべきとする人が一番少なく、一般的に関心が低いことがうかがえる

35

Q23. 世の中には様々な社会課題が挙げられますが、下記のうち、アスリートや競技団体はどのような社会課題に率先して取り組むべきだと思いますか。また、選んだ中でも上位3つの課題はどれですか。※項目2は項目1で選択されたもののみが表示さ
れますので、項目1は必ず3つ以上選択してください。
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スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動
(n=2,621;%)

子どもの体力・運
動能力の向上

貧富の格差国際交流 暴力問題 ジェンダー平等・
LGBTQ+課題

特にない

年代によって意識が異なる
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Project Execution Schedule
事業の実施日程

実施時期

事業項目

Hockey Familyデータベース構築
パートナーパッケージの見直し・

新規価値創出

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

10/25：ハンドボール協会との情報交

換(JSOS)

10/25：操作説明会(Web)

10/27：SpoLive(SOMPOアクティ

ベーション)打ち合わせ(Web)

10/29：品川区打ち合わせ(区役所)

11月

11/9：打ち合わせ(JSOS)

11/19：打ち合わせ(JSOS)

11/30：打ち合わせ(Web)

11/11：品川区打ち合わせ(区役所)

11/22：品川区打ち合わせ(区役所)

11/24：品川観光協会→品川区打ち

合わせ(区役所)

11/24～28：全日本選手権大会に

てSOMPOアクティベーション(岡山)

12月
12/14：動作確認(JSOS)

12/17：打ち合わせ(Web)

12/3：SpoLive打ち合わせ(JSOS)

12/6：品川区打ち合わせ(区役所)

12/8：SOMPO打ち合わせ(SOMPO

本社)

12/21：品川区打ち合わせ(Web)

1月
1/12：打ち合わせ(JSOS)

1/24：打ち合わせ(Web)

1/6：内部打ち合わせ(八丁堀)

1/7：SOMPO打ち合わせ(Web)

1/21：品川区打ち合わせ(区役所)

2月

2/4：打ち合わせ(Web)

2/11：技術委員会説明会(Web)

2/15:打ち合わせ(Web)

2/28：打ち合わせ(Web)

2/16：内部会議(自由が丘)

2/22：内部会議(JSOS)

2/27：内部会議(大井町)

3月

3/4：打ち合わせ(JSOS)

3/9：打ち合わせ(JSOS)

3/15：打ち合わせ(JSOS)

3/16：都道府県協会説明会(Web)

3/22：打ち合わせ(JSOS)

3/24：最終動作確認(Web)

3/28：打ち合わせ(Web)

3/9：JHA・品川区・東京都ホッケー協

会との社会共創パートナー契約の締結

3/16：打ち合わせ(JSOS)

3/30：内部打ち合わせ(Web)
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Execution Plan & Result
Responsible person and 
administrative staff
責任者及び事務担当者

氏名 職名 連絡先(TEL番号、FAX番号、メールアドレス)

(責任者)

中村 康夫
専務理事

TEL：03-6812-9200

FAX：03-6812-9210

E-Mail：nakamura@japan-hockey.org

(事務担当者)

坂本 幼樹
事務局長

TEL：03-6812-9200

FAX：03-6812-9210

E-Mail：sakamoto@japan-hockey.org


